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イギリス産業革命とアメリ力資本主義 

これらの諸国の外庄により鎮国をと力、ざるを得なかった資本主義の「最終列車/ 曰本は, そ;̂ ぞれ 

をもちつつ国際競争場裡に投出され，先進諸国に固有の仕方で対応して行かざるを得かった。 

しかもその場合, 当該国の後進性が強けれぱ強いはど, 先進国の外庄は技術的i t落差‘制度的なぉ 

< h t してうけとめられ, そうした趣解に立て先進旧の「文物」はS 国強(兵政策めもとに「国ぎ 

ら金資なる」ものとして採り入れられることにな0 た。先進国め文化は,をれが自生的なもりであ 

る媒り,.:®有®統•み性を.もち, これを技術や制度などに素材的に分解し律をいもめであ;6 。即 

特定のを中核として，固有の人間観を塞盤とする政治• 法律• 経済理念を有していて,技衛や 

制度さえもそうした人間によりつくられ, 支えられ，運用され七いる。それゆえに,もし異力た文 

化的コ腐絡ぐもとに採用され組みとまれさならば,輸入文物の本来の機能とは異った振能を演ずる 

ことになりy ととに文化め重層谱造が生ずるととれなる。

ス先進資本主義からのrインパクト」は, 決して技術的♦制度! :諸要因にとどまるもめではない。先 

進的地域で旧いお建的領主制. 半封建的地生制をほりくずして成立した自由な土地所有制は,ひと 

度成立するとョリ後進的な諸地域に參透し, これと競合し, 又軍事的• 政' 的®力を通してとれを插
.

崩し「改革」させて行く傾向がある。ピ.ュ一リタニズムの社会的基盤たる進取的ジュントリ一や3
(4)..

ーャシにより二ュー• イングランドの rタウン • システムJ は力くり出されたし,フランス舉命の
(f；》 -

側田によってョ 一口ッパ大陸諸国は農奴解放を行なったことは周,知の如くでもる。ま7■こ絶対主義的 
産業規制に対する産業的中産層の「営きの自由Jは，まずイギリスのピュ一リタジ革命のうちに初期

(6) A (7) ,
独占の撤廃としてあらわれ, 重商主義的産業• 賀易規制は, アメリカ独立戦争により廃止された。農 

奴制および初期独占a — 口'ッパ大陸でも市民革★文は「改革J のなかでとりあげられるfこ到うた。

注（3) Weber, Max, "Die B6rse." (Gesammelte Aufsatze zur Soziologie und Sozialpolitik. Tubingen, 1924. SS. 256-322.) 

中村貞l i  , 柴III国弘訳「取引所j (「社 会 ■学'ゼミナールJ 4 2 ,未来社刊）3—96 H め所論参版こさし例は枚举に瑕 

がない。なお当面の問題からはなれをが，低即発国の工業化はおける技術に関して，矢内原勝編「近代化の条件J (束: 

样済新報社Tij) 216— 22さ頁をも参照。

( 4 ) 中 村 勝 已 r ア メ リ カ 資 本 主 義 の 成 i C i  ( 日本評論社刊） 以 下 r 成 と 略 記 す る ) 8 1 - 1 1 1 頁。 ■

( 5 ) 北 条 功 「い わ ゆ る *■プロシヤ型 J の 歴 史 構 造 j  ( 山 田 盛 太 郎 為 「変 取 期 に お け る 地 代 範 晴 J 岩 波 書 店 T ! ) 第 1 部 第 3  

編 )：松 田 智 雄 r ドイ ツ 資 本 主 義 の 基 礎 研 究 J  ( 岩 波 # 店 刊 ） 3 7 - 3 9 ,  4 6 — 5 0 ,  3 3 5 — 3 4 8 頁 ； 藤 瀬 浩 司 *■近代ドイツ释 

業 め 形 成 J  ( お 茶 の 水 書 房 刊 ) r 譜 由 実 「ドイツにおけ る 産 業 年 命 の 展 開 J  ( 神 奈 川 大 学 r 商 経 論 叢 J 第 3 卷 第 i 号 )；柳

治「ドイツ.3月苹の廣業..土地間題J Oit大社研「社会科学研究J 第：23卷憩2*,.21合併号);.'.1巴前栄[産紫料̂の 
ドイツ的形態—— I!業構造把握の視点からの"̂ 試論一-J (r土地制度史学J 第39号〉，

( 6 ) 大稼久雄r初期独占論」；同 rイギリスにおける初期の鉱山会社J (と も r大腐久雄著作後J 第3卷所収)；ffl中盤, 

治 *'イギリス絶対主政期のま業構追J (岩波書店刊)C ,

(7 ) Nettels, Curtis, P., The Emergence of A National Economy, 1775-1815. N<Y., 1962̂  pp. 1-22,

( 8 ) 諸 旧 樊 r ドイ. ツ 初 期 資 本 主 義 研 究 J . . . ( 有 斐 閣 刊 ) . ； P 3  r ドイ ’ツ に お け る ま 染 本 命 の 展 開 ( 神 川 大 学 * '商 経 输 鼓 J 第 3 卷  

. 第 [ 号 〉； 同 . 「1 7  * 8 ' 世 紀 ® 南 ' ト*イ ン の 特 権 コ 'ン パ ユ 一 に つ い て 一 一 ド 戲 工 業 J ' と 『問 屋 制 度 J  : と' 'の 対 抗 の 焦 点 J  (福

岛大学r商学論集J |}?30卷第2号）；松W袖雄：rr営業の自|||』~~一プルジa ア的改本の礎柱-j .'び資本主義の成立と 

発展J (士愿橘雄教授還暦誌念論文集,東大経済学会所収）；柳 治 「西}おドイツにおける 一ノユユフr クチユアの形成 

.~ 18 . 9 世紀の交のンレチンベルク繊維:II業を中心ビー一J (「土地制汝史学J 第31号）：同 r西m ドイ.ツにおける 

旧型輪出工業の衰退■一 1̂8も9 世紀まの世界市場編成替えとめ速で■一一丄（r社会経济史学J 第32卷第3号〉；大野 

英;n 「ドイツ資本主義論j (米来社す'l i ) 第1章，第2章》

— 17(552) ~

イ ギ リ ス 産 業 革 命 と ア メ リ 力 資 本 主 義

中 村 勝 Br ：

c n 後進国における資本主義発展の特質は，その国をめぐる世界史的規模におけ•る資本主義の 

亮展と，それをうけとめる国内的条件との絡みあい方をこより規定含れる。前者はr国際的条# J と 

して, .後進資本主義発展の擦史的前提であり, またそれを触発し促進するとともに，他面セはその 

発展をおしとどめ, 又ある方向に歪めて行く条件である。世界史上最初に資本主まが発展しナこの 

イギリスにおいてであったから，18世紀末から19世紀前半にかけて資本主義の発Mを開始しよク 

とした諸国は, いす*ぶも，イギリス資本主義から生ま技術, 経営形態，流通• 市場.金融組籍等を 

承しもる場合にはさらに様々な程度にこれを展開しらつ，イギリスとの競争裡にg 己を確立せ 

ねぱならなかっナこ。生産技術• 経営組織の優位,余剰資本の蓉積などにもとづく先進国の良質廉価 

な商品の競争，先進国の産業構造の高度化にもとづく貿易構造の,変化，および後進資本主国相！:
’ - . -  

間の競争などは， 国の資本主義の発展のあり方を規定する国際的•外的要因として最近の学界で 
(ゥ）..

は特に強調されている。 ’ ’

すでに高度な発展をとげたイギリス資ネ主義を前提として， 19世紀前半にこれとの激しい競争 

の袍1に産業苹命を行なって行ったアメリ力♦プランス• ドイツなどの後進資本主義諸国キ，さらに

注（1 ) 中川敬一郎「後進国の工業化適酣こおけを企業者括動—— が一シエンクロソ' モデルを中心にして—— J (経済学 

级J 錦28巻雄3号) , 同 「比較経済史学と国際関係j: (r社会経済'史学J 第29卷第1号〉' ; Gerschenkron, Alexander. 

'̂Economic Backwardness in Historical Perspective/* do,, "Reflections on the Concept of >Pjresequisites< of Modern 

Industrialization/' (Gerschenkron, Economic Backwardness in Historical Perspective. Cambridge, Mass,, 1962. 

所収)，なお Gerschenkron, Continuity in History. Cambridge, Mass., 1968.'、所収諸論文をも参照。本書の中には 

Cambridge Economic History of Europe. Vol.VI, Part I ,所収の Ĵ grai*ian Policies and Inidustrialjzation: Russia,1861 

ベ9 M "なる論文を収錄している。農業ニ土地問題は±業化と不可分の関レホこ立ゥていあ0なおこの；̂えに関速してSecond 

International Conference of Economic History. Aix-en-Prdvence. Mouton, 1962. Vol. L Plenary Sessions. M. M*

.Postan, Agricultural Problems of Underdeveloped' Countries in thd Light of European Agrarian History. 

(Pix9-24) 参照ひ

( 2 ) 河srす他：:：•飯沼ニ邮編「世界資本Eli義の形成」（岩波I!キiiS刊〉；河野能：:：‘飯沿ニ郎偏界資本主義の歴史桃 
(岩波書店刊）；服部#ま rフランス液:隶ホ命論J (未来社刊)：追波講座•■世界麼史J 17,近代4. r総説J (柴け 
雄)，•■経済史上の1801:紀J CMmiM. I同18,近代5 ,「イギリスgr衆本命J (匈山栄)；松尾太郎「19世紀末欧米綿；I： 
衆の吸収とだ撥J (川岛武宜•松m智雄編r®ほぱ济の諸顏型_!岩波W店-刊所収〉などを参照。
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イギリス廣業本命とアメリ力資本主義 

また, このようにして成;立した産業的中産層のもとで成立し展開される;ら ★ の成果も移植， 

拖受され，所与の条件如何では一^層自出に展開をとげることにならさレ

このように，先進地聘におけるm i lも諸達成は,他の地域に移植. 愈揉され, ； として作用し, 
旧制族を堀網して，新しい生産力を瓶りおこし育てあげるとともに,これを競争場裡にひき出す作 

用をする。：そしてその意味では国内的諸条ネ吸]ikされることもある。しかし,社会的分業の展開 

度が一層低く ’ 直接生産者が-封建的• アジア的支配うちに沈んでいる場合には,伝統社会を覚醒 

させ冗解させる作用をした。 ,
戦争による破壊や資源• 領土 . 市場の獲得又は喪失, 外国貿易の制限と杜絶, .請和条約，通商条 

約, 後進地域における内乱や門戸開放戦争にもとづく光進諸S の政治的. 軍事的経験の蓄積などは, 

もとよりそれ自体説明さるべきことがらであるとはいえ, 一国の資本主義の展開を外側から規定す 

る要因として作用したことは19世ホ己の史実に明らかであ(る

きた先進地域との交通は政治的♦社会的• 宗教的理金の継承をも伴なうものセある。イギリス市 

民革命をめぐる王党派と議会派のfa ,、は植民地に反映され, 譲会派F ピューリタンの一 トスはれ 

ュ ー • イングランドのタウンの内部に蓄積さわ，アメリ力資本主義発展の主体的契機をi らの意図 

に反して用意した。イギリスのペンサム主義者とジャクソニアン .デモクラシー，チ ャ ー チ ィ スト 

や 48弗革命の亡命者のアメリ力への影響も指摘されて、(る。 「"radicals in politics**と "radicals 

in religion"..の精神こ'そイギリスにおいて"non-eonfofmist spirit".と呼ぱれるものであて，その抱 

負と影響において真にtransatlanticであったj。政治的宗教をもつ民族がこうした意味での「出会 

い. eitcounterjをおこなった場合, 普遍性と特殊性の摩擦，「宗教と国家の衝突j がおこり， r g g  

理由」のiSffiのもとに普遍への意識をもつ醒めたる义間の苦生ずるわけである。

a i l 先進国の外庄をうけとめてこれに対応して行く後進諸国の▲ ぐは, 資本主義発達史 

め研究において特に重视されて来たし，又それには然るみ! ■ jiliがあったわけである。先進国の外 

庄を受ける時点において，その社会の封建的土地所有の内部編制とその強度，即ち領主支配の内部

注（9 ) 水沼知一「後進資本主義史研究への視点J (川岛武宜•松Hiぜ雄編「国民経済の諸類型J 所収) は，•■解放説J の基 
. 盤をなす前湖的営利と局地間分菜との関速を取扱ったものであるが,参照されたい ,,v 

(1 0 )前注（2 ) ( 4 ) ( 5 ) ( 8 )の諸研究を参照, ,

《11) Thistlethwaite, Frank, "Atlantic Partnership." (Bcdtmiie History Review, Second Series, Vol. VII, No. I, .1954, 

pp-1-17.)； Sdilesinger, メ. M., Jr., The Age of Jackson, London, 1946; Curti, M., The Growth of American 

Thought, N.Y., 1943, pp. 372-376; Dorfman, J., The Economic Mind in American Civilization, 3 Vols. N.Y., 

194(5. V ol.II, p, 699； Zahler, H. S., Eastern Workingmen and National Land Policy, N.Y., 1941. p p .19, 22； 
Ware, N., The Industrial Worker, 1840-60. Boston, 1924. pp. 183-184. Thistlethwait© の論文は本節執Iffにあた 
って示唆する所多大であった。

<12) Thistlethwaite, op. cit. pp. 7-8. Porterは本論文から英米両国間の経済の連関についての示唆をうけている* 

Porter, J,,, "Atlantic Economy, 1815-1860; The TJ.S-A. and. the Industrial Revolution in Britain, (Pressncll,L. 

S. (ed.), Studies in the Induatrial Revolution. London, I960, pp. 236-280,のち A* W. Coats 6nd liosa M. Eobortson 

'(eds‘)，Essays in American Economic History. London, 1969. PP. 14~'48‘.にも|ij：録されている。〉 '

18(532).

イギリス産業革命とアメリガ資本主義

構造と直接生産者の社会経済的存在形態を分析し，傲主‘特権商人的貨幣経済と農民的貨幣経依の 

対抗と決済のうちに市民革命の構造を見出し, 産業革命はこの市民本命研究をふまえて,小経営 

マニュプァクチ、ア~>工場制.という経営形態の展開をr商業資本J • 「問屋制度J との絡みあいのな 

力、で解明し, , とれとの関連において小生産者の没落•共同体の解休ニ賃労働者の成立を論証しよう 

とした。: こうした立場にたつ業革命研究はま;&的 ‘ ま型lire fcったが，その場合構造.♦類型を何 

よりもまず国内的条件から解明したわけでもる。 •

19世紀初頭のナポレオン戦争は，海上貧易を「ま寸鎮J により遮断し衰退せしめた。これによつ 

てイギリ工業製品の流入はおおむね社絶し, ためにイギリス綿業は探亥!]な不況に見ま.われたが, 

他面において大陵諸国ではフランス革命及びナポレオンの軍事的庄力めもとに，農奴解放をはじめ 

とする-"速のプルジ3 ア的改革をおこなうとともに，イギリスエ業の鼓争を免れて，一時的であれ, 

綿業が各地に勃興した。1815年以降これらの新興工業は再びイギリス商品め波により打撃を受け
- (14)

たが，永い苦鬪を通じて経済的き立をかちえたわけである。このナポレオン戦♦は大西洋のかなた

注(13) Edwards, Michael M., The Growth of the British Cotton Trade, 1780-1815. Manchester, 1967. chap. II, III. IV, 

なおュドヮーズは，Deane and Coleの外国市場を重視する説に反対レ国内市場め重要性を強調してぃる，Edwards, 

op. cit,* pp. 27-28.; P. Deane and W. A. Cole, British Ekbnomic Gro\vth, 1688-1959. Cambridge, 1962. p. 188.

ひ4) Crouzei, Franjais, "Wars, Blockade, and Economic Change in Europe, 1792-1815/* (Journal of Econoniio History, 
Vol. XXIV, No. 4, Dec. 1964, pp. 567-588.)によれは•，ナポレオン戦争の経済的影響は次の如くでもる:一一 

1792-1816年はナポレすン戦争と呼ぱれてぃるが,との戦ダ》の与えた経済的影響は,戦争による直接的破壊を除け 

ぱ, 次の通りである。
( 1 ) 国際贸易のdislocation

18世紀を通じてヨーロッパ経済発展の中心は大西洋にあった。この贸易の抛点たる大海港都市（ナン.トシボルド"  

及びマルセイュ及び後背地には, 植民地贸易から刺軟ホ受けた造船業，精糖業，壊造業，タバコ製造業，ガラス製造 

業，帆布.ロー プ製造業，大砲製造業, 精糖用ボイラ一製造業,奴殺用リンネル及びプランタ一用毛織物製造業が展開 

した。この•■賀易及び工業のアメリカ化J は, ナポレオン戦制Wに入ると，イギリス海単による制海権の把握と，r力 
リプ海のま右J サン, ドミンゴの奴讓妓乱により損われ, バルセロナ，レグホ' ン, リスボン，ノ、ンカレグ,コペンハ 

レゲン, . トyネスチな.どの諸港の繁栄もフランス軍により終止符をうたれた。’中立国アメリ力の船舶による貿易も出港 

. 停止令により破壊された。大西洋貿易及びトラブイーク工業は，戦後もサン‘ ドミンゴの破壊‘中南米市場の支配権の 
‘ イギリスへの移行. 合衆国市場からの需要の減少• イギリスエ業製liiのスペイン及びフランス植民地への慘透によゥ 

て，往時の繁栄を再び回復することはなかった。フランスの西部‘ 南西部およ̂；>*ラ'/グドック沿海地方，オラングのラ 
イデV"毛織物業地域やテ> プト網工業. 製陶業地域では，広 ■な非ェ藥化deindustria]izati6n,農村化pastraMzation 

がおこづた。スペインのカタロニア地方やポルトガルの植民地向け工業地域でも, ノルウの製材，製换業地域で 

も，同様の経済的衰退が見られた。 ‘

( 2) こめJ：うな外S贸易と結びく工業の没あとならんでイギリスェ菜の競争をきけつつも，新しぃ工業が抬頭して来 
た, イギリス綿製品の輪入禁iLと並行して，綿業では妨績部門にブランス. スイス，ベルギー，オラシダ• ドメッ諸領 

邦で' , ジェA—，水助機及びミュールが相次いで導入され，又織布部門には飛梭がスイス, ガン，ミュ,レズに，シリ 

ンダー掠染もアルザス, スイスに導入された、 ； ■ ‘
このようにナポレjJ-ン戦争は国内工業を温室的に助長U 綿菜は戦略部8trat«gfic sectbrであゥたとは、、え，他面 

では戦爭の為イギDスからの技術の導入は妨げられ，大陸封鎮‘ ni港停止令及びイギリス封M政策による原湖晓俊は不 

’ 利な作用をしたし, 戦後めイギリス商品の氾溜は大陸綿業に対し破壞的でもった， ノ
乂敝争による政治地図. 傲：i : . 国境の変更は, 毛織物. 細• 金属♦綿:I：築の市場を拡大したが/ をでの旧ぃ7|湖に仏
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注(18), Johnson and others, op, cit;, II, p. 20; Nettels, op. cit., Appendix, Table 17, p. 296,

(19) p. W, Bid well and J. I. Falconer, History of Agriculture in the Northern United States, 1620-1860. N.Y.. 

1925, p. 493； Nettels, ibid.. Appendix, Table 13, p. 393.

(20) Pitkins, Timothy, A Statistical View of the Commerce of the United States of America. New Haven. 1835. 

P. 102; Nettels, ibid., Appendix, Table 1も p. 393.

(21) Bidwell and Falconer, ibid., p. 494; Nettels. ibid.. Appendix, Table 15, p. 394.

(22) Gray, L. C., History of Agriculture in the Southern United States to 1860. 2. vols. Washington, 1933. Vol. 

II, pp. 1030, 1035； Nettels, ibid., Appendix, Table 16, p. 395.

(23) Pitkina, op. cit., p. 117； Nettela, ibid., Appendix, Table 18, p. 397.

(24) Nettels, ibid., Appendix, Table 19, p. 398.

(25) Nettd8, ibid.. Appendix. Table 20, p, 399.

(26) Taylor, G. R , The Transportation Revolution, 1815-1860, N.Y., 1951, Appendix, Table 11,p. 4 5 1 . ,

(27) Potter, J.. "Atlantic Economy/' (in Essays in American Wconmiic History, ed, by ん'W.‘ Coata and Ross M. 

Robertson) pp. 20. 22. Table 2. 3.

(28) Heftton, HerbeH, *'Non-Importation, 1806-1812/* {Jonrml of Economic History, Vol, I, No. 2. Nov. 194L)

(29) Taylor, op. cit.. Appendix, Table 9. p. 449.
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メリガ合衆国!の贸息の動向をー臀すると，輸出額は出港停止令直前には独立戦争後の不振状態から 

やや立直る気配を示したが，出港停止令以後は1815年にかけて再び低落I I向を示し，とくに1肋8
(18) (19) (20) (21) (22)

年と1814年には最低水準に下落した。小麦及び小麦粉，トウキロコシ類* まま物, タバj 及び米

についても，また農産物• 林産物. 海産物および工業艘品のいずれめ輸出についても，同様の傾

向が見られナI さらに輸出先別輸出額にっい't：も，文外園産農業特廣物（砂糖. コーヒーぺッバ—及

びコ:i ア) の再輸出につい't：も, 同様な傾向が見られた。それゆえに, 出港停止令および第2次英米：

載争は"^般に合衆国め外国贸易およが沿岸資易に碳壞的影響を与えたと考えてよいであろう。181&

年以降南北戦争迄の合衆国のM英輸出において南部産も 1けセは，タバコおよび小麦.小麦粉をおさえ

て, 1816^1820年には全輸出額の39%, 1856—1860年には同じく 54%へと増大し，全輸出商品の中
(26)

で庚倒的な割合を占めるにいたった。又南北戦争前のイギリスの全輸入額のうち，原棉の占める‘比

重は，6一8割に達し全輸入原棉の5'~8割か合衆国から輸入されていた。これは合衆国イ南部）’かイ：

ギリス綿業とむすびついて原料生産地‘ 製品市場の地位におかれるようIこなったことを示している

つぎに，同じ19世紀前半の合衆国の輸入の動向についてみてみよう。輸入禁止法（1§06 年）W

晦の一連の政策によって，果して外国貧易が社絶しイギリス商品が全く流入しなくなったと考える

ことは出来るであろうか。輸入禁止法の除外品目又は適用品目の規準の不明確さによって有効な取

掃は出来なかったし, 又規準の不明確さの間隙を縫って輸入が意0 された。またス《> ュ二デン，ポ

ルトガルおよびスペインなど中立国船舶による貿易が存続したから，対外貿易が完全に遮断されて
(28) ■ 

しまったと考えることは出来ない。

19世紀前半の合衆国への輸入を医!別にみると， ヨーロッパからの輸入がこの期間を通じて全輪

入価額のはぽ3分の2を占めていk 。 1821—1860年の国内消费用輸入商品別の比重を見ると，繊

維製品のうち綿♦毛 . I I製品の輸入の増大は顕著で，全輸入価額の3割前後を占め, 鉄製品，# 糖

イギリス産業革命とアメリカ資本主義 

においでも, 類似の歴史的帰姑を肅らした。

. 輸入禁止法Non Importation Act (1806架）から, 出港停止令Emfcargo Act (1807年〉,通商停

止法NonintercoUrse Act (1809年）を経て，第 2次英米戦争{dいたる時期にはイギリス海軍による

アメリ力船舶の拿捕，船員強制徴用, ユュシ• イングランドからルイジr チr 至る全アメリ★港湾

のき鎮, インy ィァンへの煽動による辺境め不安などfcよゥて,.外国賀i rおよび輸A 商品の流通と輸

出商品の集荷とを担当していた沿岸貿易の商人. .海運業者• 水夫‘ 港湾労働者や, 農民 ‘ プラ.ンタ

一は大きな損言を蒙ったが，他方この時期にはイギリス商品の流入の杜絶によって国内工業は大き
(16) 、

な刺激を受けた，とされている。これらの綿工場は1815年以後再びイギリス商品の氾濟により清

減的打撃を受けたが，10年代後半から20年代にかけての苦闘を経て，国民的工業として自立を達 

成した6 それ以後は順調な展開をみせ， IM O年頃まで工場数は増大して行き,綿工場当り躲鍾 

数 ‘ 資本金• 労働者数. 生産価額は増大し,:.工場規模が大型化して行く倾向が見られそごで以 

下において，ほぼアメリ力合衆国の産業革命期にあたると考えられる19世紀前半の,合衆国およ 

びイギリスの資易構造の特質とその相互関連を，合衆国の産業構造の変化，とくに綿業どの関わり 

において考察しす行くことにする。 、 . ‘

まず19世紀前半の米英両国の貿易構造の特質を検討してみよう。18世紀末から19世紀初めのァ

存していた座-業を停滞せしめた。又戦争による不安定.混乱は企業家の意欲をある意味で阻害した， .
こうしてナポレオン戦斜こより一方ではイギリスエ菜の優位が確立されるとともfこ,他方,大陸諸国では,外国貿易と 

結びつく工業‘ 伝統的工業から内陸工業. 綿業への移行が見られ，又黎命. 軍事的征服.関税政策及び民族統一による 

； 国内市場の形成と, その隣国市場の結合が見られるようになった。—— こうしたナポレオン戦争期の大きな貿易及ひま 

業構造の変化についてのクルーゼの見解は, 細部については実証的修正を耍する（“Discussion", J. of Eco. Hist., Vol. 

XXIV, No.もDec. 1964, pp. 589-590)としても，その構想力において卓抜したものがもると考えられる。 >

注(15) American State Papers. Foreign Relations, Vol. Ill, pp. 269-291： Jennings, Walter* Wilson/The American 

Embargo, 1807-1809. {University of lotva Studies in the Social Sciences, Vol. VIII, No. .1.), Iowa City, 1921; 

Sears, Louis Martin. Jefferson and the Embargo. Durham, N‘C., 1927； Emory R, Johnson, T. W. Van Metre, 

G. G. Huebner, and D. S. Hanchett, History of Domestic and Foreign Commerce of the United States. 2 vpls. 

N.Y., 1915. Vol.II, chゆ. XXIII, pp. 14-30; Daniels, G. W., '*American Cotton Trade with Liverpool under the 

Embargo and Non-Intercouse Acts/* (Amrican Historical Review, Vol. XXI, No. 2. Jan. 1916, pp. 276-287； Rose, 

J. H,, "Nap6leon and English Commerce." {English Historical Review, Vol, III, Oct. 1893,. pp. 704-725); 

Heckscher, Eli F., The Continental System： An Economic Interpretation. Oxford, 1922； Nettels, Curtis P., The 

Emergence of A National Economy, 1775-1815. N. Y .,1962. p. 336..吉田'静ーナポレオ‘メ大陸休制j .(岩波講座. 

[世界歴史j 18,近代5 ,所収)。. ，
(16) Ware, Caroline F„ Tho Effect of the American Embargo. 1807-1809, on the New England Cotton Iriduatry/' 

{Quarterly Jonrnal of Ekmomics, Vol XL, No.も August, 1926. pp. 672-688)； do., Early N6w England Cotton 

Manufacture, Boston and N.Y., 1931. chapter III, pp. 39-59： Day, Clive, "The Early Development of American

' Cotton Manufacture/' {Qnurterly Journal of Ecmomks, Vol, XXXIX, No. 3, May, 1925. pp. 450-468)； Clark, 

V. S., The History of Manufactures in the United States. 3 vols. N.Y., 1929. Vol. I, chapa, XII, XIV, XV, XX； 
Coleman. Peter J., The Transformation of Rhode Inland, 1790̂ 1860.. Providence, 1963. chap. II, III, pp, 26-70,

■ ,71-107;' Copeland, Melvin Thomas, The Cotton Manufacturing Industry of tho United States. {Hcirvard Economic 

StvAies, Vol. VIII) Cambridge, Mass., 1912, pp. 3-6,

(1 7 )前注(16)のはか，特に，Coleman, op. cit,, pp. 86-87, Table 5, 6； Clark, op. cit,, I, chap. XX；拙箸 r成なj 182 
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145.1 
(18.35)

^ .9  
(3.78)

yds.
200.4
(25.35%)

74.6 
(9.43)

278.6 
(35.24).

32.1 
(4.07)

29.9 
(3  .78)

14.2 
(5.66)

19.7 
(7.85)

yds.
222.1

(16.35%)

193.9 
(14.27)

360.4 
(26.53)

104.2
(7.68)

314.4 
(23.15)

104.3
(7.68)

58.9 
( 4. 34)_

yds. 
137.4 
(30.94%)

40.0
(8.99)

140.8 
(31.66)

49.3
(11. 68)

56.9
(12.79)

20.2 
(4.54)

ョー口 'yパ. （トル；!を除ぐ）. 

トルコ. ジブト.アフリカ

アメリカ（合衆国を除く）

ア メ リ ，.力，合 衆 国  

英 領 西 ィ ン ド  

中国‘ 日本.ジャヮ等 

そ の 他

合 計 250.9
(100)

444.6
(100)

790.6
(100)

1,358.2
(100)

3,252.8 
(100)
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(30) •

およびコーヒ一がこれに次いで高い比重を占めていた。繊維製品の輸出国のなかで，特にイギリス 

が中心的存在であったことはいうまでもないb そこで以下，イギリスの輸出において綿駭r5̂ロの,め 

る地位と輸出先の変化を検討し，合衆国工業との関連をがえりみることにする。:

18世紀未葉からのイギリス綿製品の全世界への輪出価額は，1790年代の終りから上昇し始め，
(31)

19世紀初頭のナポレオン戦争期に著しく増大し，1830 年には.全輸出商品価額の半ばをこえていた 

力’、，以後次第に減少して，W 世紀まには30%に満たなくなっている。また綿製品• 羊毛製品♦麻 

製品• 縮製品および衣服など繊維製品の輸出M額の全輸出価額に占める割合も次第に低下して, 

1830年には約12%であったが，1890 年には約43% になかてい:^。これに反して鉄鋼製品,次 

いで機械‘ 石炭♦車輔• 化学製品など重化学製品は1830年の約13%から1890年には約32% 

に増大し，イギリスの輸出商品の中に占める比重を見て行くと，識維製品の相対的比重は下落して
(32)

行く傾向を示している。 . ,

次にイギリス綿製品の輸出先の地域的変化を見てゆくと次の如くである。1780年にはa — ッ 

パへの輸出が全輸出価i額の62%を占めていたが, 1790年代に入ると，北アメリ力（カナダをも★む)

市場の比重は漸次増大して， ョ 市場を凌駕し，その後下落したとはいえ，出港停止令の
(33)

段階ではヨーロッパ市場と肩をならべる地位を占めていた。しかし出港停止令及び通商停止法によ

ってイギリス綿製品（無地キャラコ‘ モスリン及び白地綿布）の対北米輸出ほ激減し，南米のスペイン
(34)

鎮及びポルトガル領植民地への輸出が激増した。西印度諸島および英領北アメリ力への輪出の増大
• • ■ (35)

は，合衆国への間接輸出と考えてよいであろう。このように，ナポレオン戦#期にイギリス綿製品 

の合衆国への輪入は停止し, この政治的遮断状況を利して，アメリ力国内に綿業が急速に勃興して 

来たわけである。1S15 年一1860年までは, 綿織物のアメリカ合衆p]向け輸出額は增大して行った
(36) .

が, その比重は対ヨーロッパ輸出それと同様に, 急速に減少して行き，これに代って19世紀後 

半には合衆国を除くアメリカ，'西印度，トルコ• ェ-ジプト‘ アフリカ，イ'ンドおよび中国. .ジ.ャヴ 

ァ向けの輸出の比重が増大している（第1ま)。このようなイギリス綿品の輸出市場の変化は,フ 

ランス，ドイツおよびアメリ力合衆国など後進資本主義諸国の抬頭と，中m米 . アブリカ，アジア

注(30) Taylor, ibid.. Appendix, Table 8, p. 449. \.

(3 1 )1 8世紀末には羊毛製品の輪出額は綿巧のそれの2倍でったが< ナポレオン戦争の悠りには，逆に綿製品の輪出額 

が羊毛製品のそれの 2 倍に達してV、る《 Phyllis Deane and W. A* Cole, British Economic Growth, 1688-1959. Trends 

and Structure. Cambridge. 1962. pp. 30-31.

(32) Deane and Cole, ibid., pp. 31-32.

(33) Edwards, The Growth of the British Cotton Trade. Appendix B, Table B/1, B/2, B/3, pp. 243-246.

(34) Heaton, Non-Importation, p. 190; Edwards. ibicL, pp. 68-72.

(35) Porter, G. R,, The Progress of the Nation. London. 185L pp. 359, 369; Edwards, ibid., p. 72； Arthur D. Gayor. 

W. W. Rostow, and Anna Jacobson Schwarz, The Growth and Fluctuation of British Economy, 1790-1850. 2 

vols., Oxford. 1953, Vol. I, p. 119； Sears, Jefferson and the Embargo, p. 298.

(36) Potteî , op/ cit., p* 31,Table 9. .
(37) Ellison, Thoms, The Cotton Trade of Great Britain. London, 1886. pp. 63-Q4,
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第1表 .イギリスの綿織物輪出，1820—1880

の経済的I t民地化を示すものである。

以上r おいて，イギリス9 賀易構造め変化と，それに照応する合衆®のそれとめ関速,：特に合衆 

国綿業の発展との関連を究明した。そこで以下において, 18世紀末から19世紀前半にかけての合 

衆国©綿業の発展を合衆国の産業構造の転換と関速させながらいくつかの時点で検討してゆくこと

にする。

以下において，18世紀末から19世起前半にがけて，合衆国が如何にしてイギリスの外庄に抵抗 

しこれを挑除しつつ，i らの内部に近代工業を建設して行ったかを，産業構造の転換との関連で考 

察してみようろ

( 1 )ハミルトンのr製造工業報告書J (1790年) によれば，独立®:後のアメリ力！:業は次のよう 

な諸.形態、をとっていた南部ではある程度自給的家内工業が展開していたがパ南部社会力♦、奴謙制を 

基礎とするスT 一 プル生産に傾斜するにつれて,專業イ匕した家内生産は見られなくなり，プランテ-" 

シa 'ノ内の奴諫用自給工業かプランテーシg ンと密接に結びつく工業が支配的となった。これに对 

して北郁ではコネティ'.カタトでも，マサチューセッツ.:でも，ロー ド.* 7 イ:ラ•ンドでも,沿海义は河ロ 

タクソでは漁業• 造船業，ロープ• ズック. 帆-ふ!?など航海用,品製遺業，ラム. ジン酸造寒*製桶業 

など商業に全ぐ依存するJ ."incidental trade'* (= Kラプィク的工業)が見‘られたか,.内陸農村で 

は r家内工業の広大な背景J が見られ, ’..じれを基盤と.して専業化した手工業.ィぱルf'.tra如‘:かあら 

われ, •^のなかがf̂と く に皮$ 部門レあ料部門およぴ全属^^門の3エ業部f̂ヨを中心と して,生産者 

のバートナーシップ又は初期工場が展開して来た。 しかし他方では, これと対抗するように「S,
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U. M j工業が巨姿をあらわしてきた。「ハートフォード毛織物工場J にせよ，rビヴァリー綿工場J 

にせよ，「ニュー• ジャ" ジー有用工業設立協会J にせよ，何れも財務長官ハミルトンの支持か免

ヤ，免税• 富鎭発行権など様々な特権を与えられ，当時にしては巨大な機械設備を擁し，特にジ 

ニ‘ 練縛機• 梳綿機などをいち早く設備したにも拘ちず, いずれも失敗に帰し(3ナ 1

(2) ハミルトンのT製造工業報告書」力、ら20年を経た1810年にチンチ•コックスによって作成さ 

れた "Digest of Manufacture"によって，1810年一一出港停止令から第2次英米戦♦の中間の製 

造業の異常繁栄期—— のT メリカ工業の諸形態を要約すれぱ次のようである。まず綿織# .麻織物. 

毛織物及び混合織物などの家内工業および織機• 妨韋のような労働要具は, 南部*中部•北部をとわ 

ず広巩に分布していたが, 立地条件, 社会的分業の発展度, 商品流通• 交通路との関連で,なにがしか 

の地域的不均等が貝られた。第2 に,綿業の製造場manufactoriesは北部に最も多く，中部はこれに 

次ぎ，南部は最も少なかった。毛織物襄造場も北部に舉も多かっナこ。毛織物業のなかで最も早く專 

化し，その背後に広大な家内生産者及び織布エをもつが故に,毛織物業の発展の指標たりうる縮純 

場は, 北部及び中部に多かった。又,刷整機も北部,ついで中部に多く分布していた。ジij； ニ一線績機 

とミュ ル勒績機の分布は不明確である。飛梭付織機，粗勒機roving machine,練族機drawing 

machineなど「労働節約機械labor saving machinery」も見られた。刷整子製造場，綿業および羊 

毛工業用機械製造場なども專業化していた。このように★ 「S • U • M j的殖産與業政策のも金を 

ふまえて，広大な家内工業を基盤として，専業化した諸部門カ诚立し生産手段生産部門もいまや 

専業化しうる迄になった。

鉄工業については,鎌鉄製造部門は植民地時代以来イギリス重商主義政策ごむすびついて，原料生 

産部門として，南•中•北部を問わず見られた。棒鉄を製造する娥造場forge m 北 • 中部,特に北部 

に多かった◊鉄加工部門について，植民地における鉄の加工を禁止したr鉄条例」（175Q(̂ ))が最も 

有効だったのは南部に対してでもった。中.北部では多数の加工場—— JEE延場 . 製銀場rollingみnd 

slitting m ill,銀冶屋その他- が見 られ，独立戦争前の段階でさえ，その加工熊力は本国イギリス

のそれを凌駕してい、たとされている。このことは中部* 北部において鉄製品への衆需★力；高かっ

たことを示しており, それは自由な小農民層の広巩な存在と関連していることは言■を俟たない。

皮築部門では練皮場は南• 中 • 北部をとわずあまねく分プI?しているが,製靴業は北部に著しく集

注(38) Syrett, Harold C. (ed.). The Papers of AleJcander Hamilton. N.Y., 1961-. Vols. IX. X ;拙稿し、ミルトン保護 

主義の考察J (r士地制度史学丄第49号)、 •

(39) American State Papers, Finance. Vol.II, "Digest of Manufactures." (pp. 666-812), Part I I I;...拙稿 Qg 世紀初 

聊;こおけるアメリ力：rm -~~チンチ• コックスr工業調査J を中心にして一一M (r三旧学会雑誌J 策57巻第4.号)

(40) Binlng, Arthur Cecil, British Regulation of the Colonial Iron Industry. Philadelphia, 1933. chaps, II, III； 

Ashton, T. S‘, Iron and Steel in the Industrial Revolution. Manchester, 1924, chap. V；大 内 晚 ;••'近代イギリ 

ス経済史j mem.宫SI糖ニ rプメリカ植民地における鉄工業の生ま形態J (r±地制度史学J 第16号)，細普r成立J 

125-134 頁, ■ .

(4り Binhisr, 6P. c it.,卯‘ 26-30; 拙箸 r成立J 133—134 頁，注(18),

— - 24(55s)——
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中していた。 ■

このように, 大衆的生活必需品について,は南部*中部，北部の間に箸しい地域差は見られテいが， 

より進んだ加工部門, たとえぱ勒績• 織布業では, 刷整• 縮贼‘染色工程などは家内工業からいち 

早く分離独立して，注文生産から一般市場向生産を行なうようになり， マニュファクチチ了  •初期 

工場が析出して来た。鉄工業についても，原料鉄生産部門は広ぐ分ホしていたか，加工部門は，中- 

部 • 北部で、， 広く;fe長# i と結びつき，多様な族開をとげていた。皮革部門についてもま^情は同様 

であ た◊ .

以上のベたところから明らかなように，加工業が広に展開し, 專業化.社会め分業か深化する 

ためには，民衆のまきと結びつくことが必耍なの：̂̂、あつて，自由かつゆたかな民衆が広巩に存 

在わないところには, 加工業の多様な展開はみられない。奴辣制南部で.ゆ斤衆の日常需要の厚みに 

けていた。’.この意味で:i:；もは工業の展開と .深い関連かあつ.たといねねぱみらない。

( 3 )第2次英米軌争後のュュ一‘ イングランド南部5の社会的分業ニ市場構造の変動をピーズ&ナ 

イルズの"A Gazetteer*' (1819 によつて概観すれぱ次のようでもる。まずロ一 ド. アイラ'/ト 

では，第 1に，海上賀易及び「海上商業の補助部門として発展し，その繁栄と密接に結れ■いて発展 

レたJ トラプィ~ グ聖工業の衰退である6 戦後の对ヨーロッパ賀易，東洋貿易および南米資易の不 

振のため,一部の商業資本は奴謙資息などの一層前期的. 投機的な方向にむかい，後背地として沈 

滞した農村しかもたない沿海タクンは衰退の途も迪た。これに対して第2に,綿業なとの新しい 

産業の展開した内陸タウンを後背地にもつプヴィデンスは,嘗て沿岸賀易の拠点であつたにも拘 

らず, 出港停止令以降その周辺30哩以内に多数り綿工場が集中し，新興工業地帯の中心地となつ 

たが，戦後の苦境を経て，再び綿業及び金属加工業の中心となつた。

隣接するす.ネチイ力ツトでも，同じくピーズ& ナイルズによれぱ , - ネ • へヴン，ニキ^  • ロ 

ンドンの3 海港と, コネティカット河ま域のハ— トフォードを中心とする仲継商業及びトラフィブ 

ク型工業とは次第に衰退した。他方クィンダム郡， ミドルセツクス郡，およびニユ 一 . ロンドン郡

や内陸のトラソド郡，ハートフオ ’抓では綿業の発展が見られ，毛織物業 . 鉄 工業 • 近郊農業 •
(43) • '

牧畜地域が相互に入組んで展開し , 社会的分業は著しく多様化していすこ。

(4) プサチュセッツでも，バ ー バに よ れぱ ，仲雜商業 . 海運 !^  ,'漁業及びトラフイャク型エ 

業の中心地の沿海譜群と鳥魄部は次第に資本主義発展の波からとりのこされ,かわつて内陸諸郎に 

綿工業が與陸して来た。 とうして， 1 9 世紀前半を通じて繁栄の中心は移動して行つた。 しの綿業 

注(42) John C, Pease and John M. NiST A Gazetteer of the States of Ck)iinecticut and Rhode-Island. Hartford, 1816, 

pp. 2-320.拙稿 r i9 世紀初頭ロ- ド. アイランドの社会的分業ニホ場造」(一橋大^  第二う J L

(43) Pease and Nilea. ibid., pp. 321-387；拙稿T19 « 前-fニュイングランド南部の社会的分業ニ市場撒过J ( 社

今経済史学J 32教策3号)，23~^32頁, ロ
(44) Barber, John Warner. Historical Collections, Mnめ"- ‘‘ relating to the History and Antiquitiea of Every

Town in Maesachusetta. Worcester, Mass.. 1841;拙稿 ri9 世紀前半ュュー. イングランド南部..'...J 32- 34 買，

..... 25 (53d) 一
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には，生産者が地方的商人•地主などと過渡的に述幣してパートナ一シップによる綿工場を設立し 

た場合と，イギ!）スエ業製品を輸入していたボストン商業資本の部が国内綿業の展開を見て海上 

資易から資本を再投資した場合とがあった6 この2つの類望の綿業の特質とその展望については華 

者が嘗て詳細に論じたところであるb ■ ,

四

後進国の産業革命は’ 既に高度に発達した資本主義国の競争のもとで行なわれざるをえないから, 

先進国の歩んお技術的諸段階を歴史的r 追# まするととなく， 力•、ら先進tsの最も新しい技術を 

導入して開始される。この場合, 先進国と後進国の技術的落差が著しく大きいときには，導入され 

た技術をもとにして新な改良, 発明をおこなうどこ.ろか,それを製造し運転することも出来ないだ 

ろうし，又導A技術を定着させる経営的条ク^をも欠くことr なるであるう。とれに反して英米商国 

の間に見られだように，生産力的にA 的相異がなく，また技術的にも発展段階的k：も'素4 が極めて 

小さい場合には，イギリスから導入された技術は直ちに吸収されナこだけでなく，部分的に改良され, 

もる場合にはそれを基礎にして新たに発明が行われたし，文その技術を経営的に実現するに足る資 

本 • 労働力、経営組織も準備されていた。ここに生産力の質的比較というのは，封建的土地所有わ 

解体による独立自由な小生産者層の広沉な形成をふまえて，あ代生産力が形成されるか否力、をいう。 

17 • 18世紀の,一‘ュ • イ'ンクプソドの「タウン：•.システスJ下の freenieii, commoners, proprietoira 

は必要な経;i 点としてのま由な小土地所有者であっ(t)。のみならず17世紀のタウンに比して，1.8 

世紀のそれは不在大土地所有と共同体規制の驰後が見られた t̂ ,) とくに17世紀のタウンめ小生産 

者層は，ヒューリタニズムの担い手でももった。 rマサチューセッツ植民地文：̂」に見られる四季 

巡回栽判所の怠情idleness • 泥酔drunkness , 奈淫adulte(r  ̂•安息日聖守違などに関する判決記 

録は, ピューリタニズムが期せずレて資本主義の担い手を?^^^する役割を果したことを示している。 

植民地時代を通じて前芽的分解を示‘しつつあった'.'ュューイングランドの諸タ,ウンは，.1790年代およ

注(4 5 )拙著r成立J , 164頁以卞， • 

(4 6 )本稿，注（1〉参照4
(47) Habakkuk, H. J., American and British Technology in the Nineteenth Century : The Search for Labour-saving

Inveれtions,. Cambridge, 1967.

(48) 拙箸 r成なj, 81—111, 143—163 頁*

(49) •■成 立 100~~108 頁, ，

.1(50) r成立j, 81-85 頁,

(51) Shurtleff, Nathaniel B. (ed.), Records of the Covernor and Company of Massachusetts Bay in New ぜttgland.

5 vol8. in 6. Bo3tort,1853. (以下 Maes. Col. Rec-と略記),

(52) Mass. Col. Rec.. I, p. 4Q5； II, p. 180； HI. p. 242; IVS p. 324； IV】* pp. 394, 395； V, p. 373.

(53) Mass. Col. Rec., I. p. 406; II, pp. 100, 171, 257, 281; III, pp. 139, 195, 242, 271* 359: IV*, pp. 84. 203.

(64〉 Mass, Col. Rcc.. I, pp. 91,92. 225. 301；II. p. 211;IV , p. 212, . .
(55) Mass. Col. Rcc.. I, pp. 140, 395； II, pp. 177, 178, III/ pp< 132, 160, 316, 317； IV*. pp. 150, 200. 347; IV ,̂ pp.

276, 395, 562； V. pp. 133, 165, 239, 243, ：
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び1820年代以降急速に分解し，そうした適程をとおして資本-~貧労働関係力♦、つくり出されて行み 

S この分解を基本線として, その周辺に小市民• 地主• 沿岸貧易商人などがそれぞれの貸條資本

土地な どをも て結合するような条件が独立戦争期から第2次英米戦争期にかけて熟していた。

イギリスからの技術の導入はこうした国内的条件をふまえておこなわれた。そとで以下において， 

イギリスから「ジ:t ニー J • r水紛機J および r ミれづレJ, 次 、で力織機などが，何時頃，どこに， 

蕭によ力て導入されたかについて検討してみよう。

ジ ニ ー 妨績機はまず特権企業 . U • M jによって導入された。すなわち独立戦争前に既 

をぐ知られていたジェュ線績機はまず独立戦争中に設されたrフィ,ラデルフィプ製造工業奨励連

合組合_ !に，次いでTビヴァリ'^ ：!：場J に導入されたが,何れの企業も様々の公的特権を与えられ
(57)

ていたにも拘らず，失敗に帰した。他にも若千のジュニー工場が見られた。このジェム一製緯糸は 

弱いという欠点があった。大衆の要求するつよ、、粗布用綿経糸はアクライド水緋機によって供給さ 

この水妨機をそなえた綿工場は1800年には「ビヴテリ一綿工場J以外に7つ,妨鍾数は合計
- * ‘

2,000鍾に達しなかったが，ISOS年にm  4 ,500 0 ；1807年には8, 000鍾, ISIO年をは8マ, 000 
鍾， 1815年に■は 21 3 工場, ISO, 000鍾に達し, 主としてニュー‘ イ'シグランド南* に分布した。

「ミュールJ 總績'機の導入例は早くも18世紀末葉にごく少数見られ，ISO4—1S12 年には多数のミ 

ュ 一 ルが；二 K .• ：r  |  9.y； Kの綿:t 填に尊入された《> .他方「ボストン製造会社J では1817年にミ 

ュールが1台傭えられたきりで，ロ" ゥルには 1844年迄ミュールは1台も見られなかづた。ミ 

ュ一ルは1830年迄は專ら緯糸生産に用いられ, 経糸には水綠機を改良した"throstle frame" が用 

いられていた。ま動ミュ一ルを1840 年以前に輸入され，プロヴィデンスでつくられた自動ミュー 

ルは俊秀な性能をそデえていた。ミュールは, 毛織物業部門にも用いられたが，南北戦争後迄支配 

的とはならなかづf Z このように, アークライト水總機やミュ一ル紐績機は出港停止令がら第2次 

英米戦争にかけて導入され，ュュ* • イングランド南部，特にロー ド* ゲイランドに多く見られた。 

この地方は筆者のいうr生産者型J 綿業の展開した地城であった。

このような助績工程の生産能力の向上にも拘らず，織布工程は都市周辺および内陸廣村の織布エ 

や家内生産者によって行なわれた。初期綿妨績工場の設立によって, .一時的r むしろ問屋制下の織 

布エが増大して行った6 しかしこの問屋制外業部への依存も極限に達し, かつ技術的に不整- で,

注(56)' Bidwell,R W., Rural Economy in New England at the Beginning of Nineteenth Century, New Haven, 1916； 

do., "The Agricultural Revolution in New England/' {American Historical Review, Vol. XXVI. 1920-19ガ，pp. 

683-702.)； Pabst, Margaret Richards, Agricultural Trends in the Connecticut Valley Region of Massachusetts, 

1800-1900. Northampton, Mass., 1941; 拙著 r成なj' 143—163 H.

(57) Glarkrop. cit,. I,'p. 534;拙箸『成立J ,113—120 H。

(58) Clark, ibid., I. p. 426； Ware. Early New Engjand Cotton Martufaeture, pp. 25-26.

(59) Nettels, op, cit„ p： 275. '
(60) Clark, ibid.. I., pp. 427-428； Gibb, G. > S„ Thd Saco-Lowell Shops. Tho Textile Machiiiory Building in Now 

England, 1813-1949. Cambridge, Mass., 1950. pp, 3̂ . 77-78. 745 note 34.
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季節的に变動がったため，この織布能力の相対的おくれを克服するため，力織機が導入さわ!6ナ 

この導入には2 つの経路があった。その1 はボストシ輸入商人ロークルによってウォルサムに導 

入され改良された力織機( S O O ドル:)，その2 はスコットラソドから導入され， a リ筒単な構造をも 

ち廉倾 ( 70 ドル）で, ロしド• アイランドに普及しだ「ギルモア織機J  't^、あ:̂ ,前者はその高い技 

術水準の故に, その製品はイギリス綿製品と十分に競争し得たし，国内においてもある细間は優位 

を保ち得たが，ボストン商業資本は本来技術革新よりは原投資による配当収入にョリ大なる関心を 

もっていたから，次第に当初の優位を失い，ボストン資本め外部の発明. 改良の成果を購入し，或 

いは特許使用契約を結んで製造の許可をうけるという寄生的地位に迄お退した„ しかも彼らは機械 

f p 製造に関しては，ま广 ‘ • イングランドの機械製造業者に依存せざるを得ながったのであるP と 

れに対し後者は1S 世紀末以降ニュー• イングラソドや相次いで行なわ;K た總績•織布機械の発明•改 

良を言景としていた。このギルモア織機は構造が簡単で廉価（ボスドン資本の力織機の？■ ないし1 )  

で, 広く製造業者の使用に開放され，ニュ.レ . イングランド由命に普友した。ギルモア織機につづく 

1820年代の相次ぐ発明は，同じ地域の金厲エ秦の為▲ にまえられていたととは申すまでもない。

このようにI 9 世紀初頭のアメリ力と力、つての母国イギリスとの間の生産方;き4 は小さかったか 

ら,イギリスの最も新しい水準の技術を次々と導入しこれに必要な改良を加えて生産力化しま 

た新たな発明をして行くことが出来た。当時のイギリスは，工業技術の流出を厳重に禁止してん、た 

から，後械はアメリカの国内で製造されねばならなかった。そのためには機械を製造するだけの技 

術的知識と資本とをもつ国内工業を必要とする。アメリ力で、は，イギリスなどから移住（又は密航） 

して来た熟練工および彼らによって訓練された土着熟練: n 達が，単独又はパートチーシップを形成 

しつつ機械の製造に当った。夥しい小金属加工場がニュ• ふソ 'ダラソk A 曲の各地で繊維工業用 

機械類を製造していた。特に:プロヴィデンス周辺がそわ中心地であ:b たことは周知の通りであ(1>)。 

それゆえに,技術導入革新一一単に技術を導入するだけではなく-■一の担い手は，ニュー•イン 

グランド南部の綿業資本およびこれと結びつく機械製造業者達であったと考えられる。そしで彼ら 

はュー•イシグランドのタウンの中から出て来たものであった。

〔追記〕 本稿は, 昭和45年度慶応義熟学事振與資金による研究T 1 9世紀イギリス法制. 政治. 経済.社 

会の総合的研究J のうも，摩者分担分f■イギリス産業革命とアメリ力資本主義J の研究成果の一部である,

(経済学部教授）

注(61〉 Ware. op. cit„ chap. JI, IV. pp. 19-38, 60-78；拙箸 r成立j , 186—188 頁。 .

(62) Clark, ibid., I, pp. 428-429； Nettels. ibid., pp. 275-276； Bagnall,W. R„ The Textile Industries of the United 

States. Vol. I, pp, 547-548; Gibb, op. cit., p, 42； Bishop. J. L,, A History of American Manufactures from 1608 

to 1860. 3 vole. Philadelphia, 1868. Vol.II, 213,

(63〉Coleman, op. cit‘，pp. 101-103, 106, 109, 119, 141-150, 153,154 note, 158-159, 196, 295, 300.

(6 4 )前注(63)# 照。 ’ ，

—  28 (J542j) --- -

御 金 蔵 為 替 の 成 立 に つ L 、て の 一 考 察

新 保 博

免

本稿は, 徳川時代の為替取引に関する- ^ 連の研究の一節をなすものである。徳川時代における全 

国的商品流通の発展は，為替取引の発展をうながし, とくに大坂一江戸間における為替取弓Iは顕著 

な発展をしめしていた。そして, 為替金融は徳川時代から明治初期にかけて，商寒金融の中心をな 

していたのである。したがゥて，徳川時代における信用制度の歷史的性格を明らかにし，それと近 

代的信用制度の麼史的関連に照明を与えるためには，為替取引に関する考參を欠くことはできない 

であろう。

われわれは, 徳川時代の為替取引とくに為替金融の解明に接近する:^こめに,まず徳川時代の商業 

金融としての為替取引とくに荷為替金融と延為替金融について検討をこころみ，それらの具体的態 

様:を明らかにしついで，徳川時代の為替取引についての一般的考察を御金蔵為替（幕府公金為■ . • ——
替）を中心におこない，御金蔵為替のメ力こズムを明らかにし,出来るだけ多くの史料を提示しな 

がら徳川時代の為替取引の態様について梭討するとともに，とくに擬制為替（f i c t i t i o u s  e x c h a n g e )  0

問題をとり上げ，これらの問題を通じて徳川時代の為替取引の歴史的性格の解明への接近をこころ
( 2 )

みたのであった。その際, 17世紀末における御金蔵為替の成立を支えた一般的条件については，十 

分な検討がおこなわれ;t:いなかった。本稿では, '糊]金蔵為替成立の前揮となったネ件について検討 

をおこい , 御金蔵為替の成立をもって大坂ー0：戸間の為替取引の一般的成立とみなしうるかどう 

力、，為替取引の一般的成立に対.して金（銀)相場はどのような関連をもっていたか,という問題につ 

.いて一"つの接近を.こ.ころみる..ことにした.い。:. / ；■

注( 1 ) 拙稿「桃jl I時代の商業金融一荷為替金融をめぐ:ゥ't：—J (国民経済嫌誌, 115卷1 昭42 * 1月）, 拙稿 r德;| I時代 

の延為替金® !-商業金融の，づ■ と し て の (国民経済綱お, 117巻4号，昭43, 4月）。 ■

( 2 ) 拙稿「徳川時代の為替収引にIM1する"^考察一御金蔵為替を中心に一J (神戸大学経済学研究律報, 15号♦昭43)。
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